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「十字架での痛みと愛」 
マタイによる福音書 
27:27 それから、総督の兵士たちは、イエスを
総督官邸に連れて行き、部隊の全員をイエスの
周りに集めた。 
27:28 そして、イエスの着ている物をはぎ取り、
赤い外套を着せ、 
27:29 茨で冠を編んで頭に載せ、また、右手に
葦の棒を持たせて、その前にひざまずき、「ユダ
ヤ人の王、万歳」と言って、侮辱した。 
27:30 また、唾を吐きかけ、葦の棒を取り上げ
て頭をたたき続けた。 
27:31 このようにイエスを侮辱したあげく、外
套を脱がせて元の服を着せ、十字架につけるた
めに引いて行った。 
27:32 兵士たちは出て行くと、シモンという名
前のキレネ人に出会ったので、イエスの十字架
を無理に担がせた。 
27:33 そして、ゴルゴタという所、すなわち「さ
れこうべの場所」に着くと、 
27:34 苦いものを混ぜたぶどう酒を飲ませよ
うとしたが、イエスはなめただけで、飲もうと
されなかった。 
27:35 彼らはイエスを十字架につけると、くじ
を引いてその服を分け合い、 
27:36 そこに座って見張りをしていた。 
27:37 イエスの頭の上には、「これはユダヤ人
の王イエスである」と書いた罪状書きを掲げた。 
27:38 折から、イエスと一緒に二人の強盗が、
一人は右にもう一人は左に、十字架につけられ
ていた。 
27:39 そこを通りかかった人々は、頭を振りな
がらイエスをののしって、 
27:40 言った。「神殿を打ち倒し、三日で建てる
者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十
字架から降りて来い。」 

27:41 同じように、祭司長たちも律法学者たち
や長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。 
27:42 「他人は救ったのに、自分は救えない。
イスラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるが
いい。そうすれば、信じてやろう。 
27:43 神に頼っているが、神の御心ならば、今
すぐ救ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っ
ていたのだから。」 
27:44 一緒に十字架につけられた強盗たちも、
同じようにイエスをののしった。 
27:45 さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、
それが三時まで続いた。 
27:46 三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エ
リ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが
神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったの
ですか」という意味である。 
27:47 そこに居合わせた人々のうちには、これ
を聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言
う者もいた。 
27:48 そのうちの一人が、すぐに走り寄り、海
綿を取って酸いぶどう酒を含ませ、葦の棒に付
けて、イエスに飲ませようとした。 
27:49 ほかの人々は、「待て、エリヤが彼を救い
に来るかどうか、見ていよう」と言った。 
27:50 しかし、イエスは再び大声で叫び、息を
引き取られた。 
27:51 そのとき、神殿の垂れ幕が上から下まで
真っ二つに裂け、地震が起こり、岩が裂け、 
27:52 墓が開いて、眠りについていた多くの聖
なる者たちの体が生き返った。 
27:53 そして、イエスの復活の後、墓から出て
来て、聖なる都に入り、多くの人々に現れた。 
27:54 百人隊長や一緒にイエスの見張りをし
ていた人たちは、地震やいろいろの出来事を見
て、非常に恐れ、「本当に、この人は神の子だっ
た」と言った。 
＋＋＋＋＋＋＋ 
1）イエス様の痛み 



イエス様の十字架での痛みは「肉体的な苦痛」
が強調されることがありますが、当時の社会で
は極悪人の処刑には十字架が用いられることが
ありましたからイエス様の肉体的な痛みは決し
て特別なものではありませんでした。それ以上
の苦痛をイエス様は担われました。 
神から離れた人間の「悲惨」「孤独」「孤立」「的
外れな悪意」など「罪ある人間の総代表として
人間の「的外れから生み出される全ての痛み、
咎め」を十字架の上に担われたのです。 
それらの痛みが象徴的にこの箇所に書かれてい
ます。 
＊肉体的極限の痛み：十字架は、最も過酷な刑
として知られていました。それは痛みと呪いの
象徴でした。 
イエス様は自発的にそれらの痛みから逃れる道
を断ちました。 
27:33 そして、ゴルゴタという所、すなわち「さ
れこうべの場所」に着くと、 
27:34 苦いものを混ぜたぶどう酒を飲ませよ
うとしたが、イエスはなめただけで、飲もうと
されなかった。 
 
＊人に見捨てられるという痛み 
「総督に」 
27:22 ピラトが、「では、メシアといわれている
イエスの方は、どうしたらよいか」と言うと、
皆は、「十字架につけろ」と言った。 
27:23 ピラトは、「いったいどんな悪事を働い
たというのか」と言ったが、群衆はますます激
しく、「十字架につけろ」と叫び続けた。 
27:24 ピラトは、それ以上言っても無駄なばか
りか、かえって騒動が起こりそうなのを見て、
水を持って来させ、群衆の前で手を洗って言っ
た。「この人の血について、わたしには責任がな
い。お前たちの問題だ。」 
27:25 民はこぞって答えた。「その血の責任は、
我々と子孫にある。」 

27:26 そこで、ピラトはバラバを釈放し、イエ
スを鞭打ってから、十字架につけるために引き
渡した。 
＊「兵士たちに」 
27:27 それから、総督の兵士たちは、イエスを
総督官邸に連れて行き、部隊の全員をイエスの
周りに集めた。 
27:28 そして、イエスの着ている物をはぎ取り、
赤い外套を着せ、 
27:29 茨で冠を編んで頭に載せ、また、右手に
葦の棒を持たせて、その前にひざまずき、「ユダ
ヤ人の王、万歳」と言って、侮辱した。 
27:30 また、唾を吐きかけ、葦の棒を取り上げ
て頭をたたき続けた。 
27:31 このようにイエスを侮辱したあげく、外
套を脱がせて元の服を着せ、十字架につけるた
めに引いて行った。 
＊「一般民衆に」 
27:39 そこを通りかかった人々は、頭を振りな
がらイエスをののしって、 
27:40 言った。「神殿を打ち倒し、三日で建てる
者、神の子なら、自分を救ってみろ。そして十
字架から降りて来い。」 
＊「宗教指導者たちに」 
27:41 同じように、祭司長たちも律法学者たち
や長老たちと一緒に、イエスを侮辱して言った。 
27:42 「他人は救ったのに、自分は救えない。
イスラエルの王だ。今すぐ十字架から降りるが
いい。そうすれば、信じてやろう。 
27:43 神に頼っているが、神の御心ならば、今
すぐ救ってもらえ。『わたしは神の子だ』と言っ
ていたのだから。」 
「強盗たちにも」 
27:44 一緒に十字架につけられた強盗たちも、
同じようにイエスをののしった。 
 
「人に見捨てられたイエス様は、当時の社会を
構成するすべての階層の人たちから軽蔑されま



した。的外れな人間の痛み、悲しみ、辛さ、孤独
を味わいました。 
しかし、イエス様の苦難はそこで終わりません
でした。これからがまさに、十字架の最も深刻
な場面になります。 
＊「神に捨てられ、裁かれる」 
27:45 さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、
それが三時まで続いた。 
27:46 三時ごろ、イエスは大声で叫ばれた。「エ
リ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが
神、わが神、なぜわたしをお見捨てになったの
ですか」という意味である。 
この言葉は詩編22編に出てくる言葉です。 
しかし、イエス様は罪ある人間の総代表として
十字架の上で神からの処罰をひとりでその身体
と心に受け取りました。 
その苦難こそが「「わが神、わが神、なぜわたし
をお見捨てになったのですか」と叫ばずにはお
れないほどの深刻な出来事だったのです。 
そして、このためにこそイエス様は来られたの
です。 
 
2）神との関係修復 
「神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂け」 
マタイによる福音書1章には 
1:21 マリアは男の子を産む。その子をイエス
と名付けなさい。この子は自分の民を罪から救
うからである。」 
とあり、イエスという名前は「神は救う」とい
う意味なのですが、すでにここに「罪からの救
い」が明示されています。 
全人類の総代表として、アダムが犯した罪をひ
きずるすべての人に代わって、罪のないイエス
様が身代わりに打たれ、裁かれ、神に見捨てら
れる苦難を受けたのです。 
その結果「27:51 そのとき、神殿の垂れ幕が上
から下まで真っ二つに裂け」とありますが、 
大祭司しか入ることのできなかった至聖所と聖

所の間を隔てていた垂れ幕が裂けて、自由に 
神に近づけるようになったということが示され
たのです。 
 
3）この方こそ 
これら一部始終を見ていたローマの兵隊が思わ
ず「「本当に、この人は神の子だった」と言った。
と書かれています。 
神が私たちのためにイエス様をお遣わしになり、
人生の苦難を通過させ、神の愛を語らせ、そし
て十字架の上で人間のための「神との和解」へ
の道をお作りくださったのです。 
その行動の全ては「神の愛」によるものでした。 
父なる神様がイエス様を通して私たちへの愛と
正義とを示してくださったのが十字架。 
イエス様が、私たちを愛してくださったからこ
そ十字架は存在したのです。 
「この方こそ、救い主」「この方こそ、神の御子」
「この方こそ、私たちの心に神の愛を理解させ、
神の助けを現実的にもたらしてくださる救い主」
なのだと聖書は教えているのです。 
十字架のメッセージは「人間的な痛み」よりも
「神との和解をつくるためにイエス様が通過し
た精神的、霊的暗黒」に目を向ける必要がある
のだと思います。 
そして、その暗黒の中にわたしの人生も取り込
まれていたことを自覚することができると 
十字架はもっと自分にとって身近で大切なもの
となることでしょう。 
今週の金曜日、受難日です。 
その日を前に、十字架について語れたことを嬉
しく思います。 
赦しも、癒しも、祝福もそこから明確に私たち
のところに届くからです。 
祝福がありますように。 


